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いつだって 誰だって 独りじゃない
未来は創れる

�
⼦どもの貧困解決を⽬指して
⼥性に 親⼦に 地域に 社会に 寄り添う

私たちの活動を応援して下さる皆様へ
これから私たちを知ってくださるあなたへ
感謝の思いを込めたニュースレターVOL .11です。



なぜ？なんで？どうなる？

⼦どもの貧困解決にむけての課題

�

⼦どもの貧困解決を
⽬指しているの？なぜ？

なんで
？ なんで貧困が

    おこるの？

⼦どもの貧困を
放置したらどうなるの？どうな

る？

⽇本では7⼈に1⼈の⼦が相対的貧困だと⾔われています。
ひとり親家庭になると2世帯に1世帯が相対的貧困にあたります。
相対的貧困とは国の世帯所得の中央値の半分に満たない所得のこと。
⽇本の貧困率は世界10位前後を⽰し⾼⽔準。先進国として
⼦の貧困問題を解決していくことは課題と考えます。

なんらかの理由により働けない、働いても賃⾦が安い、
⼀⽣懸命働いても所得制限により、⼗分な⾏政⽀援を受けられない等
⽇々の⽣活に困窮するケースが多く起こっています。具体的には
働きたくともDVによる経験から⼼を休める時間にせざる負えない
状況を過ごしているなど、背景は複雑でさまざまな要因があります。

⼗分な⾷事や栄養をとれていない場合は健全な成⻑を阻害します。
全世帯の⼦の⼤学進学率が73.2％に対し、ひとり親家庭では58.5％、
⽣活保護世帯では33.1％、児童養護施設では24.0％まで減少します。
⾦銭的貧困はお⾦だけでなく、時間の貧困にもつながりやすく
国の調査によると、親⼦が過ごす時間が短いことや体験機会の乏しさは
「社会で⾃分には価値がない」と思い込んでしまう傾向に。
教育や体験の機会が減ると、地域や社会から孤⽴しやすくなり
様々な⾯で不利な状況に置かれてしまう傾向にあります。
孤⽴や困っていると⾔えない社会は貧困の連鎖にもつながるため
⼦はもちろん親を⽀える社会が親⼦の⽣活にとって不可⽋です。

⾃分が選んだ道、まわりを⾒てみて。道端にはみんながいるよ。
⾃分が選んだ道だから1⼈でやらなきゃと頑張るお⺟さんが⼤半。
独りにならないで。ひとりのそばには皆がいます。
困った時はいつでも頼ってね。みんなで⽀えあえる社会に。



�

データや相談者の声、実施から⽣まれたこと＝24時間相談窓⼝

⼥性たちの声を形にした相談窓⼝

いろんな相談が1つで済む窓⼝
いつでも相談しやすい窓⼝

それが

24時間相談窓⼝

困りごとはいろんな種類があって
世帯や状況で

窓⼝がバラバラ・・・
あったらイ

イナ！

次ページ
相談者さんから
実際の声

調べる時間
がない…

⼦どもをどこにも連れていけない…

もう少し気軽に
連絡したい…

子育て 仕事

体調 住居

介護 DV・離婚

お金 居場所

10年後 あの時がんばってよかったなと
笑顔になれる社会を⽬指して
私たちは未来への⼀歩をつなげていきます

具体的な困りごとも、もちろん⼀緒に考えて寄り添います。

家族や友達には⾔いにくい悩みも、⾏政窓⼝だと敷居⾼く感じる悩みも
⼀度、24時間相談窓⼝に投げかけてみて。
「相談するところがない」「話しを聞いてほしい」
「メッセージを受け取ってほしい」「誰も分かってくれないことがある」
それも ちゃんとした困りごと。

ときには嬉しかったことや共有したい気持ちなど。なんでも聞かせてください。

みんなどうしてるの…



Aさんの物語 〜地元に戻って⼦育てをしたい〜

相談者の⽅の声

出産前にひとり親に。実家のある岡山に移りたい。で
も実家では介護中で頼れない。どうしたらいいのか？

ネットで探しに探して見つけたのがオカヤマビューテ
ィサミット。夜中でしたがすがる気持ちで連絡してみ
ようと連絡したのが最初です。

行政に相談しても、制度内の支援だけではカバーし
きれないことも多くあり、こういった時こそ民間団
体のサポートが必要になると考えます。

Aさんからの今後の不安に向き合って、
「何から解決しようか？」と共に考えてきました。
住居問題は生活安定に不可欠です。
連携する不動産屋の方の協力も得て、無事岡山に住
居を映すことができました。
これからも一歩ずつ焦らず、Aさん親子の未来創りの
お手伝いをしていきたいと思っています。

最初に相談した時は、不安でいっぱいの私の気持ちを
親身になって聞いてくれて、解決の糸口を一つずつ見
つけてくれたので安心して相談ができたのを覚えてい
ます。

どうやったら、引っ越しができるだろうか？
親にも頼れないので困っていたら、一緒に住居探しを
してくれ、物件チェックや不動産とのやり取りなど、
県外にいる私の代わりに遠隔で対応してくれたり。

今も不安はあるけど、少しずつでも安心した生活がで
きています。

困った時に一人で抱え込まないで、オカヤマビューテ
ィサミットを頼ってほしいなと思っています。

困った時、オカヤマビューティサミットに
頼ってみてください。
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役所にもたくさん相談した。
解決策が⾒つからない。

不安でいっぱいだった

ー相談員からー



この一言で弁護士さんへの相談や 夫のいう期日までに
はできないことを強く言うことや そのほ かの手続きを
どうしたらいいか?なども聞き、 夫への対応をしていく
ようになりました。 子どもとのいつも通りの生活をし
ながらでの相談。 23時を過ぎていたときもありました
が、 電話ではなくLINEでのやり取りができたのは子ど
もに色々と聞かせずに済んだのが良かった と思いま
す。 

期日までに余裕がなく、 公的機関等が閉庁している時
間帯の LINEで24時間対応、 的確なアドバ イスをいた
だき大変助かりました。 時間にロスが少なかったこ
と、 安心して先が見通せたことも手続きの強みになり
ました。 また、 そのおかげで育児や仕事の両立をしな
がらすすめられることができました。 短期間での離婚
手続きだったため、時間経過とともにあとから気がつ
くことがありましたが、 その都度、相談させていただ
き、フォローしてくださることも心強いです。

Bさんの物語 〜突然の離婚トラブル〜

相談者の⽅の声

夫がいきなり離婚届と、話し合いもなく勝手に作成し
た取り決め書を叩きつけてきた。
最近、 夫の様子がおかしいと思っていたけれど、取り
決め書なんて出されたら慌てふためいた。夜遅くだけ
ど24時間対応だから、オカヤマビューティサミットな
ら何か知っているかも？と思い切って電話しました。

Bさんの場合、ご本人は気丈に夫の理不尽な言い分に話
し合いを設けようと頑張られて、私達にできることをと
サポートさせていただきましたが、本当に大変だったと
思います。

実はこうしたケースは非常に多く、離婚しないと養育費
や親権を渡さない。などいわゆる支配的かつ脅迫的な配
偶者も多く精神的DVの一つ。怒涛され支配され通常の
考えもできないまま苦しんでいる女性や親子が増えてい
ます。
Bさんは結果的に離婚となられましたが、時々親子で会
いに来てくれて近況報告してくれるBさん親子の笑顔を
見る度にフォローを、させてもらいたいと思っていま
す。

�

夫からのいきなりの離婚届け

とにかくサインしないで！

ー相談員からー

いつでも相談できる場所
フォローが⼼強い

24時間SOSに寄せられた９００件の相談の解決⽅法

0 200 400 600 800

傾聴 

情報提供 

専門機関・行政窓口紹介・リファー 

同行支援 

対面相談 

物資支援 

一時保護 

〜2022年度の⽀援⽅法〜（件数）

傾聴：762
情報提供：515
専⾨機関・⾏政窓⼝紹介等：438
同⾏⽀援：398
対⾯相談：413
物資⽀援：580
⼀時保護：8

情報提供のみで終わる場合もありますが、やはり
傾聴が多く、そこから対⾯相談後同⾏⽀援と職員
と⼀緒に、⼿続きなど⾏います。⼀時保護は、シ
ェルターでの保護世帯数となっています。



DV・緊急避難シェルター

とにかく休んでまずは⼼の回復を。
2022年度は相談は延べ44件。
8件の⼊居に⾄りました。

24時間受付の相談窓⼝には
思いの丈をぶつけて。
絡まった複雑なお悩みは
1つずつ解決策を⼀緒に考えましょう。

相談・同⾏・訪問

相談・避難・居場所・エステ

4本の柱

⾏政や福祉事務所などの窓⼝へいくことや
なんだか難しくみえる申請の書類提出
弁護⼠との顔合わせなど
ひとりでは不安ということも、⼀緒にならこわくない。

家から中々出られない。
期限までに家具を動かさないといけないけど
ひとりではできない。
そんなことも相談してみて。

2022年度の
相談は延べ900件

2022年度の
相談は延べ44件

シェアハウス型のシェルターは
1⽇1,000円(1世帯)
いまお⾦がなくても⼤丈夫。24時間窓⼝へ相談してみて。

数少ない親⼦で⼊居できるシェルター。
親⼦、⼥性単⾝者、⾼齢者など
いろんな悩みを持ち、避難せざる負えない状況から
避難してお休みになり、次のステップへ。

岡山市ひとり親家庭等相談
「さえずりホットライン」

24時間相談

お悩みのある方は　24時間SOS相談：080-2387-3313へ
ひとり親家庭等の方は　さえずりホットライン(21時まで)：080-8519-9334

 
24時間相談は全国からの連絡のため 各地域の行政窓口・行政機関とも連絡を取っています。

 



居場所づくり

毎⽉最終⼟曜⽇に開催の
「もったいないマーケット」では
まだまだ使える⾷料品、⽣活雑貨、洋服を
必要なひとに渡せる取組をしています。

夏休みには寺⼦屋結として
キラキラ宝⽯せっけんつくりや
貯⾦箱つくり等の⼯作体験を開催。
忙しいお⺟さんとお⼦さんの
夏休み課題のお⼿伝いになりました。

美容技術取得・チャリティエステ

2022年度
延べ556世帯へ
物資支援

参加者1,127人

2022年度
子の居場所を
20回開催
40名参加

修了後の
就労率75％

独⾃の取組
「チャリティエステ」は
エステを受けると
活動費になる仕組み。
⺟の⽇ギフトにも
喜ばれています。

初⼼者、美容業転職希望者
開業、スキルアップ等
なりたい⾃分へ近づく⼀歩へ。
ひとり親家庭、⾮課税世帯は
美容技術の取得費⽤を
特別価格で受講可能も⼈気の⼀つ

地域の居場所としてお弁当配布を実施
                 しました。
ナミマチコーヒーさんの
コーヒーを飲みながらの談笑が楽しく各世代に⼈気です。

2022年度：97世帯186⼈へお配り2022年度：97世帯186⼈へお配り
情報配信は

LINEからしています
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子供の教育・学校問題(教育費込) 

金銭面 

心身の不調 

仕事 

養育費未払い 

相談する場所・人がいない 

同行や対面・物資支援希望
23.4%

生活全般(住まい・金銭等)
20.2%

子育て全般の悩み
17.5%心身の不調

13.2%

養育費や離婚問題
12.4%

仕事や収入問題
8.5%

DV相談
4.8%

相談者の悩み
・⽣活全般
・同⾏や対⾯・物資⽀援希望
・⼦育ての全般
・養育費や離婚問題
・精神的DVの悩み

の悩みが多く⾦銭的不安・孤⽴が⼤きく
⽣活の不安定さが表れている。
また精神的なDV被害による相談も増えている

ひとり親家庭の⽅の現在の困り事で⾒えること

⾦銭的不安が多い
⾦銭⾯の不安の要因が
・⼦供の教育費
・⼦供の療育などで働く時間が限られる
・⾃分の⼼⾝の不調による就労不安
が挙げられている。

回答者の15％の⼈が
相談する場所や⼈がいないとなっている。
実際に会って話せる場所や電話やSNSでの相談場所が必要で
あると切実に思います

養育費の不払いや滞納による精神的⾦銭的問題
元配偶者との連絡を取ることは、仕事・家事もしながらひと
り親への精神的負担が⼤きい。離婚してもなお、元配偶者と
の争いが起きないよう、法的整備も必要だが精神的苦痛が⼦
育てにも懸念される事を、⾏政や国にも考えてもらいたい。

353⼈中99⼈回答

アンケート調査�2022年�現在の困り事

「⾏政から�援受けているから�でしょ」の�気ない⼀�
�しだけモヤっとした。

精�的 D Vからやっと離�。２�の�供を��中。正�員�⽤��も決まって��っている。
他の�からすると「ひとり�＝沢�⼿当もらっている」と思われがち

仕�ないんだけどね。「�の⽣き�まちがっていたのかな�」

あの苦しみから��ってきた⾃�（��）を�否�された気がする …
 



これまで美容技術就労取得〜就労⽀援や他職種の就労探しのお⼿伝いをしていましたが
もっと就労に役⽴てる事業が必要と考え、令和5年度にスタートさせました。

「働きたい！あなたを応援」

アンケートから⽣まれた
      2023年新たな取り組み

ステップアップ就労

「ヒトモノコトつなぐ便」
⼈と物と事をつなげる

「サークル結」
⼤⼈の息抜き

物資配送便。ただお届けするだけではなく
お困り事等の解消に向けてオンライン⾯談
ヒト：顔の⾒える関係性
モノ：物資提供
コト：お困り事
をつなげる取組みです。
第1期は当初予定の4世帯を8世帯に増やして
第2期も物価⾼騰により助成⾦以外で⾃主事
業として補填しながら継続していきます

⽀援をして欲しい。だけじゃない
ちょっと気分転換できる⼤⼈の息抜き場とし
て、サークル結が始動開始！
同⽇開催の「お弁当配布」もあり
体験後、楽しく会話して帰れます。



2022年度研修

今年度は寄付金が控除になる
認定NPO法人の取得にむけて
申請をがんばります！！

⼦どもの貧困解決を⽬指して⼥性に親⼦に地域に社会に
寄り添う私たちの活動を応援して下さる⽅々をご紹介

沢⼭の⼈に⽀えられています

協力団体の方
・NPO法人あかね
・一般社団法人SGSG
・NPO法人おかやまUFE
・NPO法人岡山NPOセンター
・NPO法人岡山子どもセンター
・一般社団法人岡山市ひとり親家庭福祉会
・認定NPO法人オリーブの家
・社会福祉法人クムレの家
・コスメバンクプロジェクト
・KOTOMO基金
・認定NPO法人子どもシェルターモモ　
・NPO法人妊娠しぇるとSOS
・NPO法人志塾フリースクール
・NPO法人だっぴ
・NPO法人チャリティーサンタ
・児童家庭支援センター「どんぐり」　　　　　
・認定NPO法人ハーモニーネット未来
・ハルハウス
・フードシェアリングジャパン

民間協力企業
・アライブ岡山
・（株）いこい住宅
・エクシーズジャパン（株）
・影山貴敏社労士事務所
・スロウな本屋
・（有）ディライト　
・ティーエスイーアンドコー（株）　　　　
・弁護士事務所
・（有）山本水産輸送
・岡山市内エステサロン多数（就労支援）

　　

（敬称略）

法人賛助会員
・（株）CPフューチャー希夢
・（株）富千
個人賛助会員：22口

※50⾳順に記載しております

Amazonみんなで応援プログラム寄付者：59件111,998円
ボランティアの方々：計31回

個人現金寄付:530,593円
物品寄付：衣服・お米・食品・おもちゃなど

受託事業
・岡山市ひとり親家庭就労支援事業
・岡山市ひとり親家庭等電話・SNS相談事業
「さえずりホットライン」
・夜働く親への支援事業

民間助成金
・（株）アイスライン
・切山基金
・（株）J-オイルミルズ
・（一社）生命保険協会岡山県協会
・公益財団法人橋本財団
・Yahoo!基金

補助金
・岡山市配偶者暴力等被害者支援事業補助金
・岡山市市民活動支援金
・赤い羽根子供の居場所づくり事業

\ありがとう
ございます/

⼀部の⽅のみ紹介しております。
その他、個⼈⽀援者・⺠間企業・⽀援団体の⽅々に⽀えて頂いています。

皆様にオカヤマビューティサミットの活動を知っていただくために
様々な講演活動やインターンシップ受⼊れをしました。
ありがとうございます。

講演・講師活動
・KOTOMO基金パネリスト
・岡山市中区子どもの居場所事業交流会
・ボランティア・NPO人材育成交流事業
・地域とNPOが知り合う会

 

独自事業
・チャリティエステサロン利用の皆様

インターンシップ受入れ
・岡山県立大学

・生理の貧困から 当たり前を考える
・支援団体や専門家コミュニティ構築のためのカンファレンス
・岡山県美作圏域での子ども若者への支援を考えるシンポジウム
・NPOインターンシップの意義を考える座談会　



認定NPO申請に向けて活動もし、受取寄付⾦・⺠間団体
等から助成⾦も増額しました。
事業収益は全体的に予算より増加。
独⾃事業：3,731,532円で⽬標を超え、
受託事業：7,825,015円で当初予算より130万円の減額に
なりました。

給料∕法定福利費
24時間相談件数も増え、携わる職員数増加をしてきまし
た。相談ではやはり「⼈」が寄り添うことが必要となり
ます。相談から対⾯相談・同⾏⽀援・訪問⽀援やシェル
ター保護など困難を抱える親⼦・⼥性の⽅へ⽀援してい
ます。

業務委託費∕諸謝⾦
うち100万円はYahoo!基⾦インターネット助成⾦にてHP
リニューアルにて業者への委託費となります。その他、
職員研修を⾏い、理事職員のベクトルが⼀つにできまし
た。

消耗品費
主にシェルターの準備品・配布する⾷料・学⽤品等の購
⼊に充てました。

地代家賃∕賃借料
急遽必要となったシェルターを準備することが2022年は
増加しました。

広告宣伝費
相談事業や⼥性の就労⽀援事業で、当事者の⽅へ向けた
SNS広告や紙⾯広告を出しました。

減価償却費
2021年に休眠預⾦助成⾦にて購⼊した建物・⾞両の減価
償却を⾏いました。

2022年度は上記に述べている相談事業のニーズ増加によ
る職員増加と受託事業の予算減額が⾚字の⼤きな要因と
なりました。
しかし、寄付⾦や⺠間助成⾦も増え活動の周知もできて
職員増加などにより当事者の⽅にとって寄り添える体制
作りとなる⼀年になりました。
2023年度は、活動周知を⾏い収益予算を下回らないよう
活動してまいります。

24時間相談やDV保護・就労⽀援などをする中で私たちにできることはなんだろう？
この⽅にベストな⽅法は何か？もっと良い⽅法はないか？と考え⼈⽣の選択肢を増やし
ご本⼈と⼀緒に未来へ歩むことをかんがえています。

2022年4⽉から2023年3⽉まで
2022年度活動報告書

代表理事 柚⽊より

今年度に⼊って相談件数は、すでに4⽉のみで延100件を超え。
苦しい思いやツライ気持ちは本⼈にしか分からないほど「⽣きにくい」状況が⾒られます。
話したりLINEを交わしたり、会ったりする中で⼀⼈でも多くの⽅が笑顔になれ「未来を創れる希望」を持てれるよう理事・職員と研鑽し
ています。NPO法⼈だからと相談員がボランティア状況では、活動継続も職員の質向上もできず、当事者の⽅へ寄り添えないと私は思っ
ています。
「苦しいんだ」「⾟いんだ」「聞いてほしんだ」「嬉しかったんだ」と素の声が届けれる場所がオカヤマビューティサミット。
2023年度、当事者ニーズ・問題解決の増加を⽬標に、NPO法⼈として基盤強化はもちろん。収益の安定化を⽬指して
私達も「10年後。あの時がんばってよかったなと笑顔になれる社会を⽬指して」職員と⼀緒に活動してまいります。
皆様にご協⼒をお願いすることも多々あるかと思いますが、引き続きよろしくお願いいたします。

その他、財政会計報告は当法⼈HP
「財政・活動報告」

もしくはコードからご覧いただけます

監査：⼩橋会計事務所 ⼩橋仙敬

女性が笑顔に
子供が笑顔に
社会が笑顔に

2022年度の相談延べ数は900件（毎⽉約70件以上）
決して主観的にならず、⼈それぞれの⼈⽣。を念頭に置き、背景や環境などを考えて独りではなく「⼀緒に」考えています。決算を⾒て
いただければ、お分かりの通り2022年度はニーズが増える中、皆様に沢⼭のご⽀援を承る中でも、財政上、⾮常に苦しいこともありまし
た。それでも多くの当事者の⽅の未来へつながる活動ができたことは、皆様のご⽀援のおかげです。本当に⼼より感謝申し上げます。



都度寄付・⽉額寄付・法⼈寄付
例えば5,000円の寄付は
DV避難でシェルターに保護された
親⼦1世帯の5⽇分の⾷事、下着、
⾐服、オムツへと変わります。
皆様の暖かいご⽀援感謝申上げます。
500円から選べる寄付⽅法はこちら→

賛助会員(個⼈・法⼈募集）
当団体の活動に賛同してくださりま
せんか？右記のコードより団体へ
ご⽀援の程よろしくお願い致しま
す。賛助会費は⼥性⽀援や⼦どもの
貧困解決を⽬指す活動の運営に充て
られます。

ボランティアさん募集
・笑顔につながるイベント⼿伝い隊
・美容業への就労を⽬指す
 お⺟さんのエステ練習モデル隊
・活動を広める広報隊 などなど…
 ご⾃⾝の好きを活かして
 団体の活動にご参加ください♪
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「尊重する。寄り添う。あきらめない。」
�

笑顔の未来を
�

⼀緒に創っていきませんか？

NPO法⼈オカヤマビューティサミット
本部事務局
〒700ー0822 岡⼭市北区表町1-3-46-2階
TEL：086-221-0244 MAIL：okayamabs@gmail.com
未来へつながる居場所結
〒703-8266 岡⼭市中区湊467-5
TEL：086-206-2700 FAX：086-206-2703

24時間相談電話TEL:080-2387-3313

オカヤマビューティサミットでは
インスタグラム・Twitter・YouTube配信中
ぜひ登録して活動をご覧ください。


